
 2016年から2017年の冬は、全国各地で高病原性の鳥インフ

ルエンザの発生が確認されています。現在国内で確認されてい

るウイルスは、鳥から人に感染する可能性の低いものですので、

通常通り鳥を見に行ったりするのは問題ありません。もし鳥の

糞や死体に触った場合は手洗いをしましょう。 

 一方、鳥インフルエンザから守るべきは、人によって飼育さ

れている鳥たちです。私たちが野外の鳥からウイルスを持ちこ

まないよう、水鳥の糞を踏むような場所に行った当日に養鶏場

や動物園に行くことは控えましょう。 

  

▲鳥インフルエンザにより死亡例のあるコブハクチョウ 



どこで、どんな冬鳥が見られるの？ 

  

1月になると、手賀沼周辺で冬を越す鳥は一通り出そろいます。手賀沼遊歩道周辺での冬鳥観察のポイントを見てみましょう。 

 アオジ 

・斜面林 

林沿いのやぶには、アオジや 
アカハラが渡来します。姿が 
見つけにくい時は、耳を澄まし
て地鳴きと呼ばれる声を頼りに
探してみましょう。 
オオタカやノスリなどの猛禽類
が見やすいのもこの時期です。 

 オオジュリン 

・ヨシ原 

沼沿いのヨシ原は、多くの小鳥
類の越冬の場所になっています。
オオジュリンやウグイスは、ヨ
シの中にいる昆虫をよく食べて
います。 
クイナやコガモなど、草の繁っ
た水辺を好む水鳥もヨシの中に
潜んでいます。 

斜面林 
手賀沼 

 ツグミ 

・水田 

水田などの開けた場所には、 
ツグミ、タヒバリなど開けた 
場所で餌をとる鳥が集まります。
稲刈りの後に田起こしをしてい
ない水田には、タシギやタゲリ
などが飛来します。 

水田 
ヨシ原 

カンムリカイツブリ 

・手賀沼 

沼の水面には渡ってきたカモ、
カイツブリ、カモメの仲間が多
く見られます。 
ミサゴやハヤブサなど、水辺を
好む猛禽類も時々見られます。 


